
混合物と純物質
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第１章　物質の構成
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(1) 2種類以上の物質が混じり合っているもの。

(2) 窒素・酸素・水・塩化ナトリウムなどの1種類の物質だけからできているもの。

(3) 物質の性質の違いを利用して、混合物から目的の物質を分ける操作。

(4) 不純物を取り除き、より純度の高い物質を得る操作。

(5) 液体とそれに溶けない個体を、ろ紙などを用いて分離する操作。

(6) (5)の操作をしてできた水溶液。

(7) 溶液を加熱して発生した蒸気を冷却することにより、目的の物質を得る操作。

(8) 沸点の差を利用して、液体の混合物を適当な温度範囲に区切って蒸留し、留出（蒸留によって得られる物質）を分離する操作。

(9)
不純物を含んだ結晶を適当な液体に溶かし、温度による溶解度の変
化や溶媒を蒸発させる操作などにより、不純物を除いて純粋な結晶
を得ること。

(10) 固体が液体にならずに直接気体になる現象。

(11) 目的の物質をよく溶かす溶媒を使い、溶媒に対する溶解度の差を利用して、混合物から目的の成分を分離するような操作。

(12) ろ紙やシカゲルのような吸着剤に、物質が吸着される強さの違いを利用して、混合物から成分を分離する操作。

(13) ろ紙への吸着のしやすさの違いにより分離する操作。
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物質とその成分
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第１章　物質の構成
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(1) すべての物質は何からできているか。
(2) 物質を構成している原子の種類。
(3) 元素をアルファベットで表しているもの。
(4) 水素の（３）。
(5) 酸素の（３）。
(6) 銀の（３）。
(7) 炭素の（３）。
(8) リンの（３）。
(9) ナトリウムの（３）。
(10) カルシウムの（３）。
(11) 銅の（３）。
(12) 塩素の(３)。
(13) 2種類以上の元素からなる物質。
(14) 1種類の元素だけからなる物質。

(15) 同じ元素からなる単体で性質が異なるものどうしを、互いになんと呼ぶか。

(16) ナトリウム、カルシウム、銅のなどの元素を含んだ化合物やその水溶液を炎の中に入れると、それぞれの元素に特有の色を示すこと。

(17) 酸素の化学式。

(18) 水素の化学式。

(19) 水の化学式。

(20) オゾンの化学式。

(21) 塩化銀の化学式。

(22) 炭酸カルシウムの化学式。

(23) 二酸化炭素の化学式。
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物質の三態と熱運動
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第１章　物質の構成
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(1) 固体・液体・気体があるように、物質には３つの状態があること。

(2) 固体・液体・気体の間の変化は、物質の種類が変わらずに状態だけが変化するもの。

(3) 燃焼反応や水の電気分解のように、ある物質が別の物質に変わる変化。

(4) 物質を構成する粒子は、その状態にかかわらず、常に運動していること。

(5) 固体を加熱していくと分子の熱運動が激しくなり、ある温度で固体が溶けて液体になる現象。
(6) （５）のときの温度。

(7) 液体を冷却していくと分子の熱運動が穏やかになり、ある温度で液体が固体になる現象。
(8) （７）のときの温度。

(9) 液体を冷却していって凝固点以下の温度になっても、すぐには凝固が起こらないことがある状態。

(10) 液体の表面付近にある熱運動の激しい分子が、分子間の引力を断ち切って液体の表面から飛び出し、気体になるような現象。

(11) 液体の温度を上げていくと、さらに分子の熱運動が激しくなり、液体内部からも気体が発生するようになる現象。
(12) （11）のときの温度。

(13) 気体を冷却していくと、分子の熱運動が穏やかになり、やがて分子間の引力によって集まり液体になる現象。

(14) 固体が液体になることなく、直接気体になる状態変化。

(15) 分子が完全に停止する温度の名称。

(16) （15）を基準とし、目盛りの間隔がセルシウス温度と等しくなるように定めた温度の名称。
(17) （16）の単位。
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